


1965 年東京に生まれる。慶應義塾大学卒業後、米ミシガン大学 大学院で経済学修士号を取得、
国連食糧農業機関 (FAO) ローマ本部とベトナム支部で勤務の後、米コロンビア大学 大学院で
政治学修士号を取得。

徳川宗家 19 代当主、
公益財団法人徳川記念財団理事長

横浜市立大学国際教養学部教授

国連や NGO、大学やシンクタンクでの勤務経験から、地球規模課題が人類の生存危機にまで深刻化
している事態に気づき、教育、研究、講演、執筆、ネットワーク活動を通じて、現状を変えるチェンジ・
メーカーの養成を行っている。特に、グローバル・タックスと世界政府の創設に力を入れている。

世界連邦運動協会 国際委員長
世界連邦国際本部 顧問（World Federalist Movement; 国際連合経済社会理事会特殊諮問組織）
世界連邦日本国会委員会 事務次長（会長・国会議員秘書）

世界連邦運動協会 理事長

1969 年生まれ。慶応大学法学部卒後、( 株 ) 電通に入社。電通を退社後、1999 年 10 月から 2003 年 3
月まで千葉県香取市で農業に従事。2003年 11月から、国際NGO世界連邦運動協会の事務局長として、
2002 年オランダ・ハーグに常設された国際刑事裁判所 (ICC) に日本政府が加盟するためのロビー活動
において中心的役割を果たす。2022 年 10 月より理事長に就任。明治維新の元勲・木戸孝允の直系 6
代目。

国際平和構築協会理事・事務局長、国会有識者諮問機関グローバルガバナンス推進委員会・事務局長
なども務め、京都芸術大学客員教授に就任し同大学付置機関・京都国際平和構築協会事務局長。

元駐マラウイ大使、
国連開発計画シニアアドバイザー、国際緊急援助隊事務局長、女性初の国際協力機構理事

独立行政法人国際協力機構（JICA）で、長年にわたり開発協力に従事。ウズベキスタン事務所長、ア
フリカ部審議役、国際緊急援助隊事務局長、東・中央アジア部長などを歴任。国連開発計画（UNDP）
でもシニアアドバイザーとして勤務。2014（平成 26）年 JICA 理事。2016（平成 28）年から 2019 年（令
和元）年まで駐マラウイ特命全権大使。

1936 年東京に生まれる。慶応義塾大学卒業後、三井銀行を経て 1961 年 12 月昭和電工株式会社に入社。
1997 年 3月代表取締役社長就任、2005 年 1月代表取締役会長就任、相談役、最高顧問、名誉相談役を務め、
2023 年 1月より株式会社レゾナック・ホールディングス（昭和電工株式会社から社名変更）名誉相談役。
2023 年 3月世界連邦運動協会第 9代会長に就任し、現在に至る。

世界連邦運動協会会長




